
 

 

 

 

 

 

 

特定非営利活動法人東北ボランティア有志の会香川  藤井 節子  

  

この度は私たちの活動を紹介させていただく機会をいただき感謝申し上げます。 

コロナ禍であっても災害は待ってはくれず、南海トラフ地震対策も急務です。かが

わ自主ぼう連絡協議会の皆さまとの連携を深めさせていただければ嬉しく思います。 

１ 組織の紹介 

 東北ボランティア有志の会香川は、東日本大震災で被災された方々の復興の応援を

するため、2011 年 10 月任意団体として設立し、2016 年 1 月に NPO 法人化しました。  

 

 

 

 

 

 

 

活動は、バスを貸し切って東北３県（岩

手・宮城・福島）へのボランティアツアー

を企画し、瓦礫撤去はもとより仮設住宅や

復興住宅を訪問し「うどん教室」を開催し

たり、被災者の方と交流を行います。香川

に戻ると、被災地の状況を伝える活動とし

て被災地の物産販売や、被災者を香川にお

呼びして講演会などを主催します。また、

各地域コミュニティで被災地を見てきた

経験からの講演や防災講座、親子防災教室

など啓発活動も行っています。 

東日本大震災以降も続く熊本地震や西

日本豪雨、大雨災害被災地などでも緊急復

旧支援も行い、これまでの被災地支援は 10

年間で 192 名、のべ 446 名がボランティア

に参加しました。［2021 年 9 月 30 日現在］ 

「東北の人たちから『もう来ないでも大丈

夫だよ』と言われるまで訪問しよう」を合言葉に継続訪問をしています。 

かがわ自主ぼう連絡協議会  

会報 第 175 号(2021. 10. 1) 

事務局 川西地区自主防災会 

できる時に できる人が できる事をする 



２ 組織発足のキッカケ 

2011年3月の東日本大震災の年、私はdocomoコールセンターに勤務していました。

地震により仙台にあるセンターが機能しなくなり、東北からの問合せを四国でも受け

ることになりました。「携帯電話の充電がしたい」「携帯が流されたので新しい電話が

ほしい」「契約者が津波で亡くなった」「携帯の電波で居場所を探して…」相談の電話

がひっきりなしの中、ある男性の悲痛な言葉… 

「家も会社もながされた。目の前で人が流されていくんや…この辛さがあんたらに

わかるか！ここへ来て見てみろ！」と…。 

この対応のあと、私は被災地へ行く事にしました。 

発災から 5 ヶ月後に行った被災地は復興どころかまだまだ復旧の真っ最中でした。

そんな被災地に全国から集まるボランティアの人たちの「今、私たちが助けなくてど

うするの」という熱い想いに「すてたもんじゃないな日本人」と、元気をもらって帰

ってきました。戻ってから同僚に被災地の様子を話したところ「東北でボランティア

がしたい」と言ってくれたので有志３人で団体を作ることになったのです。 

 

３ １０年の軌跡（これまで取り組んできたこと） 

＜東北ボラバスツアー＞ 

 当初の活動は瓦礫撤去などが主でしたが、被災者の方の生きがい作りのための農業

支援も行いました。何もないように見えても少し掘るとお茶碗やビデオテープやおも

ちゃなど、ここで生活されていたことを感じさせられものがどんどん出てきます。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   2011 年 11 月 岩手県陸前高田市         2012 年 6月 宮城県南三陸町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  活動場所までついて行く仮設トイレ          リフォームするため壁剥がしや泥落とし 



1 年 2 年経っていくと徐々に災害ボランティアセンターは閉鎖されていき、現地で

立ち上がった NPO などが継続支援を行うようになっていきました。 

被災者の方に「私たちにできることはありますか？」と聞いたところ「私たちの事

を忘れないでください。私たちのところに来て下さい。」と言われました。香川から東

北までおよそ 1,100 キロ。遠くて行けない香川の人にメッセージカードを書いてもら

い仮設住宅の１軒１軒を廻って「四国から来ました」と言って手渡しをしました。 

5 年も過ぎると、訪問者も少なくなるようで「えーそんな遠いところから?! 忘れず

にいてくれてありがとう」と涙ぐむ人もいらっしゃいます。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

  ↑ 集まった香川の人の想い…          ↑ 宮城県山元町の仮設住宅 

＜交流＞  

せっかく香川から行くので手打ちうどん教室で住民の方々と交流し、夜は集会所に

泊まらせてもらい親睦も図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

うどんの材料から説明し、捏ねて、踏んで、延ばして、切って、最後に皆で記念撮影 

 

 

 

 

 

 

 

 

   満足な出来ばえにステキな笑顔♡         集会所で住民さんにハンドベルを披露 

                     （全員初対面のツアー参加者がバスで練習しました） 



＜被災地視察＞ 

復興できたところ、更地のままのところ、時が止まったままのところもあります。

2014 年からはボランティア活動だけでなく、被災地視察も加わりました。現場で被災

者の方に語り部をしてもらうと当時の様子がよく分ります。原発から 20 キロ圏内の

福島県富岡町の立入り禁止区域にあるご自宅を視察させてもらう機会がありました。 

 

 

 

 

 

 

↑新築で建てた家はわずか４年の居住で発災翌日から避難生活。家の中は 3.11 当日のまま。 

＜震災遺構＞ 

            

 

 

 

 

 

 

  ↑宮城県山元町 中浜小学校         ↑宮城県石巻市 大川小学校 

２階屋上に避難した 90人全員が助かる      次女を亡くした鈴木さんが説明 

 

＜その後の災害＞ 

2014 年徳島大雨災害、2016 年熊本地震、2017 年九州北部豪雨、2018 年西日本豪雨、 

2019 年台風 19 号、昨年も台風や集中豪雨で災害が発生しましたが、昨年だけはコロ

ナで行く事ができませんでした。 

 

 

 

 

 

↑ 2016 年 熊本地震     ↑ 2018 年 西日本豪雨 岡山 ↑ 2019 年 台風 19 号 福島県 

 

今年も 8 月 11 日からの大雨で川の氾濫や土砂災害が発生しました。コロナ禍では

ありましたが、現地からの支援要請を受けた技術系団体に同行させてもらいました。

被災地へ入る前に PCR 検査を行い、活動日は抗原検査で毎日陰性を確認します。持ち

込んだ重機で家の中や周りの土砂を掻き出し、川の氾濫で無くなってしまった橋を仮

設で架けたり、土砂で傾いた納屋の壁をまっすぐに立て直したり、泥に使った農機具

を復活させたり、専門知識を持っているけれど活動は全員ボランティア（無償）です。 



         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜啓発活動＞ 

防災に興味がある人もない人も、災害のこと知って欲しい。 

そんな思いでイベントを開催しました。コロナの感染拡大により、集客イベントを

取りやめオンラインのみに変更。YouTube からお聞きいただけます。    

https://www.youtube.com/channel/UC475r_xhL0OwHSFjHFhM6zQ/featured  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今後の活動について 

「南海トラフ地震が発生したら、四国は陸の孤島になってしまうんじゃ？ 

いくら善通寺に自衛隊があるからったって、香川を優先してくれるわけないし、四国

４県で助け合わないといけないんじゃない？」 

そこで『四国災害ネットワーク』を立ち上げるべく準備委員会から進めています。NPO

だけでなく、行政、社協、企業も一丸となって横の繋がりを深めておかないと発災し

てからでは間に合わない。ということで、今後皆さまのところへ連携をお願いにあが

ります。 

YouTube 

アーカイブ 

こちらから 



   事務局だより              令和 3 年 10 月 

 

今月の事務局だよりは、川西自主防災会２０周年パネル展の紹介をいたします。 

 

 

 

平成 13 年 7 月予備調査、8 月に兵庫県南部沖地震において甚大な被害を被むった旧北淡

町役場並びに震災公園に大型バスをチャーターして 40 人で役員研修を行なったのをキッカ

ケに自主防災活動を開始して本年で丸 20 年をむかえました。 

これまでの道のりを 12 コの機能に分け取組み写真をまとめ、e-とぴあ・かがわ殿のご尽

力により大型パネル 15 枚に編集、香川県庁をはじめ、県内の公共機関並びに大型商業施設

をお借りして展示会を開催しております。 

予定では、11 月下旬までかかるものと思っています。 

会場で 2～3 日おきに防災何でも相談コーナーを開催しております。今一番の目標は人を

集めること、自治会との連携などを訴えておりましたが、全般的に東日本大震後の 3～4 年

間と今のふんい気、表現にお許しいただきたい思いますが、平和ぼけの感がしています。 

特にコロナの影響で約 2年間訓練、研修から遠ざかっており、緊張感がうすらいでいるの

でないかと拝察しますが、各地区の役員の皆さん、コロナに負けず、密をさけ、広いグラン

ド等で短かい訓練（約 1時間）を計画されてはと思います。 

ぜひご連絡下さい。サポートさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 編集後記 

10 月の防災減災の輪は、NPO 法人東北ボランティア有志の会香川の藤井様の原稿を掲載させ

ていただきました。ありがとうございました。 

川西自主防災会２０周年パネル展の紹介 


